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　　　　巻頭言

く 惑星科学と隕石学〉

　太陽系の 起源 と進化 の 解 明に つ い て 隕石の 研究 が い か に大 きな寄 与をなして きた か は今 さ

ら言 うまで もな い ことで あろう，筆者が その 重要性 をとりわけ強 く印象つ けられ た の は ， 初め て

出席した 1959年の AGU （American　Geophysical　Unioti）の 折 で あ っ た ．白髪の 研究者が

声 を嗄 らして ，ロ ケ ッ トで の 宇宙探査 に膨 大 な金 をかけるより， 小 さな隕石 の 研究 の 方 が宇宙

の 理解 に はるか に 効率 的 に寄与 で きると訴えて い た ．ハ ロ ル ド・ユ
ー

レ
ー

で あ っ た．後年 アポ

ロ 計画の 父 として 世 に喧伝 され る ユ ーレー博士の イメ
ージか らは い ささか奇異 な感 じも受ける

の だが．

　こ の 50 年間，われ われは 太陽系 に つ い て 実 に多 くの こ とを学 んで きた ．これ らの 中で も，60

年代に お ける宇宙科学の 成果の 一
つ

一 太 陽系 内物 質の 同位体 比組 成の
一
様性

一
は ，

そ の 普遍性，深遠さ，の 点にお い て 他 に比肩 す る成果 を知 らな い ．無論 この 結論 は隕石 の 精

密な同位体比分析結果の 賜物で ある．こ の 結 果か ら， 隕石 ・惑星 そして 太 陽系物 質全て が極

め て よく均
一

化され た太 陽系星雲か ら創 られ た ことを ， われ われは ほ ぼ 確信 を持 っ て語 る こ と

が 出来 る ように な っ た ．まさに 太陽系起源論の 原点で あ る．

　隕石 同位 体の 研 究 は また
， 隕石 母天 体の 絶対年代 が 45．6億年 で あ るこ と， そして こ の 結 果

か ら ， 地球科学の 最 も基本 的 な問題 の
一

つ
， 地球の 年代に つ い て も具体的 な制約 を課す こと

に成功 した ．他 方 プ リソ ー
ラ
ー粒 子 の 発見 は 天 体望 遠鏡を唯一

の 観測 手段 として きた天 文学

を実験室に 呼び込 むとい う， 永い 歴史 を持つ こ の 学問 に 新た な幕開けをもた らした ．隕石 の 研

究 は か くて 洋 々 た る未来が 約束 され て い る か に 見える．

　だ が ， 昨年の Science誌 （Science，293，15814）に は
，

こ の ような楽観論に 冷水 を浴びせ る

ように ，著名な隕石 学者 J．　Wood に よる極めて 悲観的 な見解が 3ペ ージに 亘 っ て 紹介 して ある ．

Wood は，これ まで の 研 究もさるこ となが ら ， 昨今の 隕石 学研究 は やたらに細 か い デ
ータ の 収集

に堕 し ， 太 陽系の 起源 や進化とい っ た根本的な 問題の 解決には 殆ど寄与 して い ない
， と手厳

しい ．20世 紀の は じめ ， 放射能崩壊則 を発見 した ラザ フ t 一ドは
“
全 て の 学問は物理 学か切 手

収 集の どちらかに 分け られ る
”
と言 っ た と伝 えられ る．Wood は ，

い まや 隕石 学は 切手収 集に

壺したと言わん ばか りの きつ い 調 子で 批 判 を加 える．大 方の 隕石 学研究 者の 憤激をか っ た 反

面，昨今の 隕石学が 曲が り角に きて い る点 を大胆 に語 っ た点 ， 多くの 惑 星科学者 の 共感 を呼

ん だの も事実で あろう。

　隕 石学の 切 手収集的性格は 隕石 とい う極め て特異な研究対象の 故 に 避 けられ な い 面が あ

る．研 究対象の 選択 は 全く偶然に頼る以外に ない ．しか も毎年何十何百 と発見 され る隕石 は ，

幸か不 幸か一つ として 同 じもの は なく，それ な りに 研究者 の 興味をそそ り続 け る．また 最近の

分析機器の 進歩 も切 手収集的
“
研 究

”
に拍 車 をか ける。ほ ん の 10年前には ミク ロ ン程度の 分析

視野 が ， ナ ノメ
ー

タ
ーと極微 化 し分析 デ

ータ の 数 は戦慄 的 なス ピードで 増 えて い く．こ うした情

報の 氾濫に溺れ て，太陽系起 源の 解明 とい っ た根 本的 な問題はもとより， 得 られた実験 デ
ータ
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の 整理すら侭 ならない ．

　無論切手収 集的研究 の 全 て が無意味とい うわ けで はない ．予想 に反 して 隕石が か なりの 希

ガ ス を含む （単位体積あた りで 地球の 約 10倍〉ことが分か
一
〇7tの は ， まさに切 手収集的研究の

幽

延長線上 で あっ た ．第二 次大戦直後 レ ニ ン グラ
ードの研究者 グ ル ープの 成果で ある．これ を

端緒として まもなくゼ ノン 同位 体比 異常 の 発 見 ， そして 太陽系外起源物質の 確認と続 き，今 日

の プリソ
ー

ラ
ーグレ イン 研 究 の 隆盛 を見 るに 至 っ たことは 周知の 通 りで ある．しか しこうした偶

然 にの み期待す るの は非 効率で あり， さらに 悪 い ことには
」
物理 学的

”
パ ラダイムに学問 の 醍 醐

味 を覚 える多くの そ して とりわけ若 い 科学者の 隕石学へ の 興 味を失 わせ る結果 に なりか ねな

い ．前前 回 の本誌巻頭言で 武 田弘氏は最近の 天 体物理 の 理論家 と隕石 研究者 間の 交流が 以

前 に比 べ 少 なくなりつ つ ある傾 向を憂 えられ た．上述 の Science誌で も， か つ て は 隕石学 に 強

い 関心 を持 っ て い た 天体物理 学者の 隕石 離れ 傾 向 を， 惑 星物理 学 者の A ．Bossが 指摘 して

い る．

　転機を迎えつ つ ある隕石 学研究 に何 が 求 め られるか ？まず第一
に は ， 隕石 の研究が 惑星科

学とい う大 きな枠組み の 中の 何 処 に位 置す るの か ， 絶 えず 自問す ることで あろう．そ して 具 体

的に は ， 太陽系の 平均的 元素組成 （現在 は希 ガ ス を除 き殆 どが隕石 の 分析値に基づ い て推定

され て い る）の 再検討 を提案 した い ．重 量比 に した ら九牛の 一毛 に も充たな い 隕石 が 何故 太

陽系全体の Proxy と見 なせ るの か （見 なせ ない の か）？隕石 学 を太 陽系起 源論に 直結 させ る

格好の 根本問題 となり得 よう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小嶋 稔
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